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一一一岡本昭二氏 
Dr. Shoji OKA乱tfOTO
千葉大学教授(医学部皮膚科学)一一一
昭和 2年 10月:横浜市生まれ。昭和 23年 3月:松本高校卒。昭和 27年3月:
千葉医科大学卒。昭和 28年 3月:国立東京第一病院にて実地修練修了。同年 6
月:医師国家試験合格，医籍に登録。国立東京第一病院研究医員を経て，昭和29
年 1月:千葉大学皮膚泌尿器科学教室研究生となる。昭和 31年 l月:同助手。
昭和 35年 3月:医学博士。昭和 35年 7月同皮膚科学教室に配置換え。昭和 36
年4月:同講師。同時に医局長となり，以来 7年間， この要職にあり。昭和 38
年 4月より日本皮膚科学会東京地方会運営委員となり，昭和的年 4月， 日本皮
膚科学会の新評議員選出まで，その任に当たる。昭和 44年:合衆国の National 
Communicab1e Disease Center，Venerea1 Disease Research Laboratory 
に遊学。昭和 45年 12月千葉大学教授に任ぜらる。
氏は研究の初めの時期には泌尿器科学にもかなりの関心を示されたようである
が，当時の主な業績は皮膚科領域におけるビタミン B6についてであった。やが
て，その方向は竹内教授の跡を襲うべく梅毒学に向けられて行った。従来，わが
教室の斯学の特長として疫学的考察がその主流をなしたかに思われるが，最近で
は氏はむしろ STSの本態に向かつて関心を示しておられるようである。しかし，
「臨床家岡本」としてのプロフィルは，いわゆる記載皮膚科学におけるすぐれた
洞察力，稀有症例に対する驚くべき解析力によって、浮き彫りにされるのであり， 
Rothmund症候群の姉弟例， Hauser-Rothma{¥型カンジダ性肉芽腫例， Pyo-
Rhino-B1ephar・o・Stomatitisvegetans Mc Carthy-Hornstein例などの本邦に
おいて数指を越えざる症例の独占に，その片鱗をのぞきみる思いがする。代表論
文としては，
岡本昭二:皮膚疾患におけるビタミン B6代謝について， 日皮会誌， 69，1428 
"，-， 144，1959. 
Okamoto. S. and Tanabe，Y.: Studies on treponema pallidum haemag-
glutination antibodies. 1.TPHA antibodies in experimental syphi1itic 
rabbits.，Brit，J. Vener. Disease，47，1971を挙げるに留めたい。
氏は学t時代から，いわゆる「よく勉強する人達」に属していたし，それは今
も少しも変わっていない。また，氏は上にも，下にも，誰にでも「良い」のであ
る。氏には敵がない。これといった趣味もないようだが，誘われれば，野球だっ
て，ボーリングだって，時にはコースを間違う程のゴルフもやる。その「人の良
さ」が，かえって，氏の趣味なのかもしれない。(小林健正)
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